
６
月
９
日
㈬
か
ら
順
次
発
送

　

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
料
納

付
通
知
書
を
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
保
険
料
を
、

国
・
県
・
市
な
ど
は
負
担
金
を
出
し
合
っ

て
、
必
要
な
医
療
費
を
社
会
全
体
で
支

え
合
う
制
度
で
す
。

昨
年
度
か
ら
の
変
更
点

　
税
制
の
改
正
で
基
礎
控
除
額
が
43
万

円
に
な
る
な
ど
、
所
得
の
計
算
方
法
や

控
除
額
な
ど
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
得
の
少
な
い
世
帯
へ
の
保
険
料
軽
減

措
置
や
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
、
保
険

料
率
は
、
昨
年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　
保
険
料
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で

納
め
る
普
通
徴
収
と
年
金
か
ら
の
天
引

き
で
納
め
る
特
別
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

９
月
30
日
㈭
ま
で
に
新
規
で
口
座
振
替

を
申
し
込
む
と
、
先
着
２
０
０
０
人
に

ク
オ
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
０
３
０
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９

７
５
１
）

健康推進課
佐々木芳子さん

保
険
料
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん

暑さと新型コロナに対応した生活を

国
民
健
康
保
険
料
納
付
通
知
書
を
送
付

①涼しい服装や日傘、帽子
で暑さを避ける。
②のどが渇く前に小まめに
水分補給。1日当たり1.2ℓ
が目安です。
③エアコン使用中でも小ま
めな換気を。エアコンは室
内の空気を循環させるだけ
で、換気はできません。窓
とドアなどを 2カ所開けて

換気してください。
④暑さに備えた体づくりと日
頃から健康管理を。暑くなり
始めの時期から無理のない範
囲で運動をしましょう。
⑤マスクを着けると熱がこ
もるため、屋外で人との距
離が 2ｍ以上取れるときは、
適宜マスクを外して過ごし
ましょう。

　熱中症は体温が上がり、体温調節機能が働かなくなると、
めまいや吐き気、頭痛などの症状が起きます。最悪の場合、
死に至ることもあります。夏に向けて新型コロナを意識し
た予防のポイントを紹介します。
問健康推進課（☎ 0942･30･9331、℻ 0942･30･9833）

　熱中症予防の動画を配信してい
ます。暑さに負けない体づくりの
ための、管理栄養士おすすめ料理
などを紹介しています。

納
付
書
と
同
封
書
類
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
昨
年

度
分
）

農
民
を
助
け
た
い
庄
屋
の
決
意

　　

今
か
ら
約
３
０
０
年
前
、
筑
後
川
の

今
か
ら
約
３
０
０
年
前
、
筑
後
川
の

北
側
の
北
野
町
、
大
刀
洗
町
、
宮
ノ
陣

北
側
の
北
野
町
、
大
刀
洗
町
、
宮
ノ
陣

町
、
小
郡
市
付
近
は
、

町
、
小
郡
市
付
近
は
、
肥肥ひ

よ

く

ひ

よ

く沃沃
な
土
地
な

な
土
地
な

が
ら
、
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

が
ら
、
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

目
の
前
を
流
れ
る
筑
後
川
は
、
川
幅
が

目
の
前
を
流
れ
る
筑
後
川
は
、
川
幅
が

広
く
、
流
れ
も
早
い
た
め
、
水
を
引
く

広
く
、
流
れ
も
早
い
た
め
、
水
を
引
く

こ
と
は
困
難
で
し
た
。
川
を
せ
き
止
め
、

こ
と
は
困
難
で
し
た
。
川
を
せ
き
止
め
、

水
路
を
作
る
計
画
を
し
て
も
、
隣
接
す

水
路
を
作
る
計
画
を
し
て
も
、
隣
接
す

る
福
岡
藩
と
の
紛
争
の
種
に
な
る
と
し

る
福
岡
藩
と
の
紛
争
の
種
に
な
る
と
し

て
、
て
、
4040
年
も
の
間
、
計
画
は
見
送
ら
れ

年
も
の
間
、
計
画
は
見
送
ら
れ

ま
し
た
。
筑
後
川
か
ら
水
を
引
く
こ
と

ま
し
た
。
筑
後
川
か
ら
水
を
引
く
こ
と

は
、
農
民
た
ち
の
切
な
る
願
い
で
し
た
。

は
、
農
民
た
ち
の
切
な
る
願
い
で
し
た
。

　　

宝
永
７

（
１
７
１
０
）
年
、
大
干
ば

宝
永
７

（
１
７
１
０
）
年
、
大
干
ば

つ
が
村
を
襲
い
、
飢
え
死
に
す
る
者
が

つ
が
村
を
襲
い
、
飢
え
死
に
す
る
者
が

続
出
し
ま
し
た
。

続
出
し
ま
し
た
。
三
井
郡
鏡
村

三
井
郡
鏡
村

（現
在

（現
在

の
北
野
町
金
島

の
北
野
町
金
島))

の
高
山
六
右
衛
門
を

の
高
山
六
右
衛
門
を

は
じ
め
５
人
の
庄
屋
た
ち
は
、
農
民
を

は
じ
め
５
人
の
庄
屋
た
ち
は
、
農
民
を

救
う
決
意
を
し
ま
す
。
一
命
を
投
げ
打

救
う
決
意
を
し
ま
す
。
一
命
を
投
げ
打

つ
覚
悟
で
、
工
事
の
許
し
を
久
留
米
藩

つ
覚
悟
で
、
工
事
の
許
し
を
久
留
米
藩

に
要
請
。
６
代
藩
主
・
有
馬
則
維
は
、

に
要
請
。
６
代
藩
主
・
有
馬
則
維
は
、

こ
れ
を
認
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
認
め
ま
し
た
。

困
難
を
極
め
た
大
工
事

　　
本
流
に
あ
る
恵
利

本
流
に
あ
る
恵
利
堰堰ぜ

き
ぜ
き

で
水
を
せ
き
止

で
水
を
せ
き
止

め
新
溝
に
導
水
し
ま
す
。
併
せ
て
、
水

め
新
溝
に
導
水
し
ま
す
。
併
せ
て
、
水

量
調
整
の
た
め
の
床
島
堰
、
佐
田
川
と

量
調
整
の
た
め
の
床
島
堰
、
佐
田
川
と

の
合
流
地
点
に
は
、
水
量
増
加
用
の
佐

の
合
流
地
点
に
は
、
水
量
増
加
用
の
佐

田
堰
を
造
り
ま
し
た
。
「床
島
用
水
」は
、

田
堰
を
造
り
ま
し
た
。
「床
島
用
水
」は
、

床
島
堰
か
ら
小
石
原
川
の
合
流
地
点
ま

床
島
堰
か
ら
小
石
原
川
の
合
流
地
点
ま

でで
44
３
０
０
ｍ
も
続
き
ま
す
。
福
岡
藩

３
０
０
ｍ
も
続
き
ま
す
。
福
岡
藩

の
激
し
い
抗
議
や
妨
害
も
あ
り
、
工
事

の
激
し
い
抗
議
や
妨
害
も
あ
り
、
工
事

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　　
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
草
野
又
六
と
六

藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
草
野
又
六
と
六

右
衛
門
は
、
３
５
０
０
人
を
指
揮
し
ま

右
衛
門
は
、
３
５
０
０
人
を
指
揮
し
ま

す
。
巨
大
な
木
や
石
も
一
瞬
で
押
し
流

す
。
巨
大
な
木
や
石
も
一
瞬
で
押
し
流

さ
れ
る
だ
け
。
失
敗
の
連
続
で
し
た
。

さ
れ
る
だ
け
。
失
敗
の
連
続
で
し
た
。

最
後
は
、
山
か
ら
数
十
万
個
の
大
き
な

最
後
は
、
山
か
ら
数
十
万
個
の
大
き
な

石
や
墓
石
を
運
び
出
し
、
小
石
は

石
や
墓
石
を
運
び
出
し
、
小
石
は
5050
万万

個
の
石
俵
に
し
て
一
気
に
沈
め
完
成
。

個
の
石
俵
に
し
て
一
気
に
沈
め
完
成
。

工
事
費
用
は
銀

工
事
費
用
は
銀
5050
貫
、
現
在
の
金
額
で

貫
、
現
在
の
金
額
で

６
０
０
０
万
円
も
の
大
工
事
で
し
た
。

６
０
０
０
万
円
も
の
大
工
事
で
し
た
。

問
文
化
財
保
護
課

（
☎
０
９
４
２
・
３

文
化
財
保
護
課

（
☎
０
９
４
２
・
３

０
・
９
２
２
５
、

０
・
９
２
２
５
、
℻℻
０
９
４
２
・
３
０
・

０
９
４
２
・
３
０
・

９
７
１
４
）

９
７
１
４
）

命
懸
け
で
挑
ん
だ
床
島
用
水

久留米歴代藩主

　初代 豊氏　初代 豊氏 とようじ とようじ

　二代 忠頼　二代 忠頼 ただより ただより

　三代 頼利　三代 頼利 よりとし よりとし

　四代 頼元　四代 頼元 よりもと よりもと

　五代 頼旨　五代 頼旨 よりむね よりむね

　六代 則維　六代 則維 のりふさ のりふさ

　七代 頼徸　七代 頼徸 よりゆき よりゆき

　八代 頼貴　八代 頼貴 よりたか よりたか

　九代 頼徳　九代 頼徳 よりのり よりのり

　十代 頼永　十代 頼永 よりとお よりとお

十一代 頼咸十一代 頼咸 よりしげ よりしげ

は今回のモノ語
りと関わる藩主

HPならではの
秘話も連載中！

久留米入城400年モノ語り久留米入城400年モノ語り❽❽
シリーズ

▲六右衛門を始め、工事の中心となった
秋山新左衛門、鹿毛甚右衛門の地元であ
る金島小学校では、毎年子どもたちが「と
こしま堰物語」を演じています

▶恵利堰を主な堰にし、
床島堰、佐田堰が完成。
米の収穫高は、1.5 倍
に増えました

▲船をつなぎ一気に石を投げ入れる様
子を描いた「床島堰築造絵図」。工事の
心得、材木や石などの運搬の要領や器
具の使い方が記されています

床島用水
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